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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成27年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する四半期純

利益

1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,950 770 800 520 83.17
今回修正予想(B) 4,104 974 1,007 670 107.18
増減額(B-A) 154 204 207 150
増減率(%) 3.9 26.6 26.0 28.9
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成27年3月期第2四半期）

3,548 716 752 483 77.26

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,200 1,630 1,660 1,100 175.95
今回修正予想(B) 8,010 1,780 1,810 1,200 191.94
増減額(B-A) △190 150 150 100
増減率(%) △2.3 9.2 9.0 9.1
（ご参考）前期実績 
（平成27年3月期）

7,402 1,481 1,534 973 155.69

売上高 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,350 710 470 75.18
今回修正予想(B) 3,495 860 579 92.63
増減額(B-A) 145 150 109
増減率(%) 4.3 21.2 23.2
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成27年3月期第2四半期）

3,096 680 444 71.09

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,950 1,430 950 151.95
今回修正予想(B) 6,800 1,550 1,030 164.75
増減額(B-A) △150 120 80
増減率(%) △2.2 8.4 8.4
（ご参考）前期実績 
（平成27年3月期）

6,352 1,289 811 129.82



（注）平成26年10月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため１株当たり当期純利
益については、当該株式分割の影響を考慮して記載しております（当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと
仮定して算出しております）。 

修正の理由 
 当社グループ製品の主要需要先の状況といたしましては、自動車関連では中国・アジア向けは弱めとなりましたが、米欧
向けが引き続き底堅い動きとなった他、国内でも軽自動車は増税の影響からさえなかったものの、小型車・普通車は新型
車の投入効果等もあり増加傾向となりました。また電子部品関連では、中国におけるスマートフォンの販売縮小の影響が
心配されたものの、新型スマートフォン向けや車載システム向けの需要等から底堅く推移しました。このような環境のなか、
超硬小径エンドミルの需要は、夏季休暇のある８月こそ減速したものの概ね堅調に推移いたしました。 
 売上高が順調に推移するなか、増産効果や自動化の推進により原価率が低下し、また大きな展示会等が無かったことに
より販管費比率も低下したこと等から、当第2四半期連結累計期間における業績が前回発表予想を上回るものと判断いた
しました。 
 通期業績予想につきましては、中国の景気減速や欧州自動車メーカーの排ガス不正問題の影響等から、下期の工具需
要は一時的に弱含む可能性があると想定し、売上予想を減額いたしました。一方、利益については、第2四半期連結累計
期間の利益が予想を大きく上回ったことにより下期の減少をカバーすると想定しており、前期比では増収・増益を確保する
と見込んでおります。 
 個別業績予想の修正に関しましても、上記と同様の理由によるものであります。 
 なお、1株当たり45円とした配当予想についての修正はありません。 
 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係
る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる
可能性があります。 

以 上


